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【手続補正書】
【提出日】平成25年12月24日(2013.12.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　周期的な複数の設計段差を有する設計形状に基づいて形成された被測定面の形状を、プ
ローブにより走査して測定する形状測定方法において、
　前記プローブにより前記被測定面を走査して複数の測定点を取得する測定工程と、
　前記複数の測定点から、前記被測定面に形成された複数の段差が存在する複数の段差領
域と前記複数の段差のそれぞれの高さとを特定する段差特定工程と、
　それぞれの前記段差領域を挟むように隣接する一対の非段差領域における一方の非段差
領域に対応する複数の測定点を、挟まれた前記段差領域に対応する前記段差の高さ分移動
させることにより、前記一方の非段差領域に対応する複数の測定点の高さを、他方の非段
差領域に対応する複数の測定点の高さに合わせ、移動後の非段差領域に対応する複数の測
定点よりなるフィッティング対象データを得る対象データ作成工程と、
　前記設計形状から前記複数の設計段差のない参照形状を取得する参照形状取得工程と、
　前記フィッティング対象データと前記参照形状とをフィッティングするフィッティング
工程と、を有し、
　フィッティングした前記フィッティング対象データと前記参照形状とから残差を求めて
前記被測定面の形状を測定する、
　ことを特徴とする形状測定方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、周期的な複数の設計段差を有する設計形状に基づいて形成された被測定面の
形状を、プローブにより走査して測定する形状測定方法において、前記プローブにより前
記被測定面を走査して複数の測定点を取得する測定工程と、前記複数の測定点から、前記
被測定面に形成された複数の段差が存在する複数の段差領域と前記複数の段差のそれぞれ
の高さとを特定する段差特定工程と、それぞれの前記段差領域を挟むように隣接する一対
の非段差領域における一方の非段差領域に対応する複数の測定点を、挟まれた前記段差領
域に対応する前記段差の高さ分移動させることにより、前記一方の非段差領域に対応する
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複数の測定点の高さを、他方の非段差領域に対応する複数の測定点の高さに合わせ、移動
後の非段差領域に対応する複数の測定点よりなるフィッティング対象データを得る対象デ
ータ作成工程と、前記設計形状から前記複数の設計段差のない参照形状を取得する参照形
状取得工程と、前記フィッティング対象データと前記参照形状とをフィッティングするフ
ィッティング工程と、を有し、フィッティングした前記フィッティング対象データと前記
参照形状とから残差を求めて前記被測定面の形状を測定する、ことを特徴とする形状測定
方法にある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　［対象データ作成工程］
　対象データ作成工程では、上述のように特定した段差領域と段差の高さから、測定デー
タの段差形状成分を除去して、フィッティング対象データを得る。即ち、段差領域を挟む
ように隣接する一方の非段差領域に対応する複数の測定点を、挟まれた段差領域に対応す
る段差の高さ分移動させる。これにより、一方の非段差領域に対応する複数の測定点の高
さを、段差領域を挟むように隣接する他方の非段差領域に対応する複数の測定点の高さに
合わせる。そして、測定データから段差形状成分を除去して、移動後の非段差領域に対応
する複数の測定点よりなるフィッティング対象データを得る。ここで、このように非段差
領域の複数の測定点を、段差の高さ分移動させることを、段差の押し上げと言う。以下、
具体的に説明する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】


	header
	written-amendment

